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本館休館日

開 館 時 間

問い合わせ

3月2日㈪、9日㈪、16日㈪、
23日㈪、27日㈮、30日㈪

平日	9時30分〜18時
土・日・祝日	10時〜18時

☎72-9085

おすすめ図書
日本の馬の仕事図鑑

青木修/監修　緑書房

給食当番のいちにち
大塚菜生/文　イシヤマアズサ/絵

少年写真新聞社

馬は、競馬、馬術競技、馬搬、馬耕、神事や祭

事などさまざまな場所で目にする機会がある

かと思います。よく見かけるけど、実際どうい

うことをしているのかは知らないという人が

多いのではないでしょうか。本書は日本で見

られる 「馬の仕事」 を豊富な写真とともに紹

介しています。

一年生のみつくんは、はじめての給食当番で

朝からそわそわ。授業中も給食当番のことで

頭がいっぱい。さて、4時間目の終わりのチャ

イムが鳴りいよいよ給食の時間です。みつくん

は無事にお当番はできたのでしょうか。

図書館情報
■ 「社会教育施設無料パスポート」のご案内

茅野市在住で、令和８年４月に小学校へ入学するお子さんの

図書館利用カードに 「社会教育施設無料パスポート」 を貼っ

ています。

01　「社会教育施設無料パスポート」 とは?

市内在住・在学の小・中学生は茅野市の社会教育施設（５施

設※）および諏訪地域５市町村の社会教育施設に入館の際

に 「社会教育施設無料パスポート」 をご提示いただくと、入

館料や使用料が無料となります。

※	尖石縄文考古館、八ヶ岳総合博物館、八ヶ嶽岳麓文芸館、

神長官守矢史料館、茅野市美術館

0２　発行について

お持ちの図書館利用カードをご確認いただき、無料パスポー

トの貼付がされていない方は、茅野市図書館の窓口へお申し

出ください。なお、図書館利用カードをお持ちでない方には

カードをお作りします。

※	市内保育園・認定こども園、こひつじ幼稚園へ通う対象園

児には、園を通して配付を行っています。
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★check★八ヶ岳総合博物館　☎73-0300
神長官守矢史料館　☎73-7567

博物館情報 博物館
ホームページ

史料館
ホームページ

掲載されている以外の情報は

ホームページをご覧ください。

考古館ホームページ

☎76-2270
E-mail  togariishi.m@city.chino.lg.jp

定例イベントスケジュール
※ 申し込みは、前月20日（休館日の場合は翌開館日）から電話で受け付けます。

※ イベントの詳細はホームページなどでご確認ください。

開館時間

休 館 日

入 館 料

博物館　3月2日、9日、16日、23日、30日
史料館　3月2日、9日、16日、23日、30日

博物館　９時〜16時30分（見学は17時まで）
史料館　９時〜16時30分

博物館　大人４００円、大学生・高校生３００円、小中学生２００円
史料館　大人２００円、大学生・高校生１５０円、小中学生１００円

3月の休館日	 	2日（月）、9日（月）、16日（月）、
	 23日（月）、30日（月）

開館時間	９時～16時30分
（観覧は17時まで）

さきおりでランチョンマット

日時 ３月７日㈯、８日㈰

	 10時～11時30分と

	 13時～14時30分

場所	 八ヶ岳総合博物館

対象	 小学校高学年以上

定員	 各回5名

参加費	400円（入館料別）

※要申込

星空観望会

日時	 ３月１４日㈯　

	 １９時～２0時30分

場所 北部中学校天体ドーム

 （北部生涯学習センター）

定員	 20名

参加費　無料

その他　雨天曇天の場合は中止

※要申込

古文書相談会

日時	 ３月２２日㈰

	 １０時３０分～正午

※要申込、参加無料

※鑑定等は行いません。

★3月のプラネタリウム
　　「衛星コンステレーション」

土日祝日の

10時30分～

13時30分～

※定員8名、要事前予約、

	 要通常入館料

※休止あり。

	 予約時にお確かめください。

昼間の星を見る会 皆既月食観察会博物館活動発表展イベントデー

日　時

場　所

定　員

料　金

その他

日　時

場　所

内　容

定　員

参加費

その他

日　時

場　所

料　金

3月8日（日）	10時～11時

北部中学校天体ドーム（北部生涯学

習センター）

20名（要申込）

参加無料

雨天曇天の

場合は中止

3月3日（火）	18時30分～20時30分

八ヶ岳総合博物館

約3年半ぶりに観察しやすい時間帯に、皆既月食

が起こります。満月が欠け始め、赤い月へと変化す

る様子を観察しましょう。

20名（要申込）

無料

雨天曇天時は、晴天地か

らの中継映像を視聴。

３月１４日（土）	9時〜16時

八ヶ岳総合博物館

無料

ギャラリートーク
～国宝 「土偶」(縄文のビーナス・仮面の女神)の展示解説～

土偶の基礎知識
―縄文のビーナスと棚畑遺跡―

来館者の国宝 「土偶」 の解説を聞きたいというご要望に

応えるとともに、茅野市の縄文文化の魅力を広く伝えるた

め、当館学芸員が展示室で解説を行います。

日　時	 3月21日（土）

	 13時30分～14時15分

場　所	 	茅野市尖石縄文考古館

	 展示室B

内　容	 	国宝 「土偶」（縄文のビーナ

ス・仮面の女神）について、

展示解説を行います。

棚畑（たなばたけ）遺跡は、昭和61年（1986年）に、茅

野市米沢埴原田の米沢工業団地の造成工事で発掘され

た遺跡です。この遺跡からは、縄文時代前期から江戸時

代までの間、断続的に生活した跡が見つかっています。

特に、縄文時代中期（約5,000年前～4,000年前）に

ついては、国宝 「土偶」（縄文のビーナス）をはじめ、膨大

な量の優れた資料が出土しました。

縄文時代の集落は、何軒かのイエが 「お祭り」 などに使う

広場を中心にして環状に作られることが多いのですが、

「縄文のビーナス」 もその広

場のなかの土坑（どこう）と

呼ばれる小さな穴のなかに

横たわるように埋められて

いました。

�2022年11月の皆既月食のようす（撮影：八ヶ岳総合博物館）▲
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